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　2024年度、東書教育賞は第40回という節目を
迎えました。その記念すべき年に、例年にも増し
て多くの応募をいただき、審査委員一同、たい
へんうれしく思っております。
　今回は、特に第40回を記念して、従来の最優
秀賞、優秀賞、奨励賞に加えて、「特別記念賞」
を設けることといたしました。その選定にあたっ
ては、今回の応募論文が優れたものであることは
もちろんですが、この10年間に他の論文も応募
なさっていて、それもまた優れていたという実績
を加味して選ばせていただきました。
　東書教育賞は、「未来を担う子どもと共に歩む
確かな教育実践」という大きなテーマを掲げてお
ります。このテーマにふさわしい、現在そして未
来の教育課題を踏まえた幅広い領域の論文が寄
せられました。

　いくつかの例を挙げさせていただきますと、小
学校の部で優秀賞を受賞された、愛知県豊橋市
立富士見小学校の水流卓哉先生の論文は、タイ
トルが「自治的、自発的な学級文化の創造」、
副題が「３つの学級活動を柱として」というもの
です。３つの学級活動とは、年間計画をもとに
設定された学級会、当番活動、認め合い活動の
ことですが、これらを通じて、自主的に話し合っ
て合意形成や意思決定をしていく子供たちの姿
が描かれています。学年末に児童たちが作る「先
生に対する通知表」では、「授業はいつもわかり

やすくておもしろいからA判定。でも、学級活動
はだんだん先生が教えてくれなくなって自分たち
でやったからC判定だよ」というほほえましいエ
ピソードがあります。

　中学校の部の最優秀賞は、愛知県岡崎市立
福岡中学校の永田祐己先生の「集団での給食活
動における個別最適な栄養摂取を目指した取
組」という論文です。給食で配膳されるご飯の
量は一律であることが多いものですが、一定量
を完食させるのも、一見残菜はないが友だちに
譲って不足や過剰な摂取が起こっているのも、
健康的とは言えません。本来であれば、体の大
きさ、活動、成長などを考慮して自分にとって最
適な量を摂取すべきものです。栄養教諭である
永田先生は、家庭科や学級活動の時間を使って、
食事の適量について説明した上で、給食の時間
には各自が自分で算出した量に基づいて計量し
て食事をとるようにしました。限定された期間の
実践であっても、適量に関する生徒の意識や行
動が変化したことが記録やアンケートからも見て
取れました。

　中学校の部は、滋賀県湖南市立甲西北中学
校の山口朋久先生の「誰もができる　英語授業
内多読　読める！楽しい！世界に！」という論文
が優秀賞を受賞されています。近年、多読・速
読の重要性が指摘されていますが、基礎的な文
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法や語彙の知識をある程度身に付けた中学３年
生に対して、授業のはじめの10分間をイギリスの
絵本を多読する時間にあてています。生徒たち
は読む速さや内容理解テストの結果を記録して
いきます。５か月ほどの間に、理解度を考慮した
読む速度の数値は大きな上昇を見せ、英語実力
テストの得点も向上したと言います。授業内での
英語活動とも結びつけることによって、４技能全
体が向上し、英語についての関心・意欲が高まっ
たことが行動の変化やアンケート結果から見て取

れる実践報告になっています。

　これらの事例にもありますように、これからの
新しい教育の方向性を示すような工夫が盛り込ま
れ、その効果検証まで含めた優れた実践が多く
見られました。これからの東書教育賞の指針に
もなると思われます。また、お読みになった先生
方の今後の実践にもぜひ活かしていただけること
を期待する次第です。受賞された方々、おめでと
うございます。また、ありがとうございました。

　ICT部門の審査を担当致しました赤堀侃司と申
します。ICT部門では小学校では３編の論文が
受賞され、中学校では２編の論文が受賞されま
した。以下それぞれの内容について講評をさせ
ていただきます。
　まず小学校の優秀賞は、福井県坂井市立平
章小学校の川端康誉先生が受賞されました。論
文題名は、「地域との協働によるエージェンシー
の育成」です。このエージェンシーという言葉は
OECDの2030年の教育の在り方の中の提言で出
てきた言葉ですが、当事者とか主体的な活動な
どの意味で用いられております。
　この論文を読むと、まさにエージェンシーとは
このことかと思うような実践が展開されていまし
た。坂井市には有名な丸岡城があります。「一筆

啓上…火の用心…お仙泣かすな…馬肥やせ」という日
本一短い手紙として有名ですが、この丸岡城を
中心として坂井市の地域おこしを、小学生で盛り
上げようとするプロジェクトを発足したのです。つ
まりエージェンシーそのものなのです。
　企画をするにはテーマを決めなければなりませ
ん。テーマを決めたらどのように１年間で実践す
るか、つまりロードマップを作らなければなりま
せん。これは大人のプロジェクトそのものです。
そのためには子供たちだけでは無理なので、ま
ちづくり協議会や公民館や市役所、そして観光
ボランティアの人たちを巻き込んで、一大イベント
を行ったのです。実はこのイベント当日は雨だっ
たのです。雨は予定にはなかったので、次回に
は天候も考慮に入れて企画をしようということに
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なりました。つまり大人と同じように、PDCAサイ
クルを実際に行ったのです。
　市民の皆さんに知ってもらうためにはCMを作
らなければなりません。そのCMは動画アプリで
作りました。また坂井市の自然を紹介するために、
パワーポイントで植物クイズを作りました。このよ
うに目的があって道具を使うというスタイルが大
変自然なので、審査員の私たちの気持ちにスッと
入ってきました。
　この論文を読むと、子供たちの姿が目の前に
浮かぶようで、感銘を受けました。これが優秀
賞になった理由です。おめでとうございます。

　次に、小学校特別記念賞は、兵庫県神戸市
立若草小学校の久保田智子先生が受賞されまし
た。
　論文題名は、「児童と創る振り返りの手引き
『めざせ！ふり返りの最上級者』活用」です。久
保田先生は、昨年も論文を出されて、しかも大
変優れた内容でした。そこで連続して高く評価
されたので、今回は特別記念賞に決めさせてい
ただきました。
　なんといってもこの研究は、デジタルの特徴を
充分に生かしていることです。図工なので、子供
たちが作品を作るのですが、作品を作るときに
は、作りながら刻一刻と見方考え方が変わってい
くのです。それは私たちも、よく経験することで、
瞬間瞬間に自分の考えや感じ方が変わってくる、
つまり私たちは作品と自己対話していると言って
もいいのです。そのプロセスをデジタルとして残
したい、つまり振り返りなのですが、この振り返
りは１時間の授業が終わった後だけではなくて、
そのプロセスの中で振り返る、まさにその瞬間の
写真を撮り、コメントを書いて振り返るという実
践が、実に素晴らしく、審査員の私たちに大きな
感銘を与えました。以上が特別記念賞の理由で
す。おめでとうございます。

　次に小学校奨励賞を受賞されたのは、新潟県
上越市立有田小学校の田中行人先生です。論

文題名は、「生活科実践における『児童と飼育
動物が共に生活する場』の可能性」です。
　この実践は生活科の中で、子供たちがポニー、
つまり小型の馬なのですが、この馬を飼育する
わけです。そして飼育する場所も、築山という小
高い広場にして、材木店に行って、その周りに柵
を作るのも子供たちが行いました。その実践の中
で、子供たちの心に、動物への愛着が育ってい
くわけですが、その心の変容過程をテキストマイ
ニングというアプリを使って、見事に分析された
という実践です。奨励賞の受賞、おめでとうござ
います。

　次に中学校の受賞に移ります。特別記念賞を
受賞されたのは、上越教育大学附属中学校の岩
舩尚貴先生です。論文題名は、「近代文学作品
の魅力を主体的に追究する学習者の学びの姿」
です。
　題名にありますように、近代文学作品、ここで
は上越市の出身である児童文学作家、小川未明
の作品を取り上げています。生徒たちがこの作品
を読んで、いろいろな視点から話し合うのです
が、その方法として、自己調整振り返りシートや
ビブリオバトル形式で作品の魅力を討論する
ゲームなどを取り入れていました。そのために、
プレゼンテーションアプリやホワイトボード、生
徒の考えを共有するアプリなどを充分活用したと
ころも効果を生み出していました。その結果、生
徒たちは、人の優しさだけでなく、エゴイズムや
欲望なども取り上げて、自分との対比において内
容を深く理解するようになったと、分析していま
した。中学生が文学作品をテーマにして、深い
学びにつながったことが評価されて、特別記念賞
に輝きました。受賞、おめでとうございます。

　次に中学校の奨励賞を受賞されましたのは、
岡山県早島町立早島中学校の長嶺翔太先生で
す。論文題名は、「特別支援学級におけるICTを
活用したUDL数学科授業の実践」です。
　長嶺先生は、特にデジタルドリル教材を用いて



8

特別支援学級の子供たちが学びやすいような授
業設計をされました。その結果、学習進度が遅
い子も授業に参加することが困難な子供たちも、
それを乗り越えることができました。その基本は
ユニバーサルデザインですが、そのことは特別
支援学級だけでなく、すべての子供たちにとって
極めて大切な考えであると思います。そのことが
評価されて、奨励賞に選ばれました。おめでとう
ございます。

　以上の受賞された論文を読んで思うことは、２
つあります。１つは、子供たちが主体になるとい
うことです。子供たちが中心になって地域の町お
こしや、子供たち独自の作品作りや、動物を飼
育して自分たちが成長していく姿などすべて、先
生から指示されたとおりではなく、子供たち自ら
が作り出していく活動です。それは私たちにこれ
からの授業のあり方を示唆してくれています。
　もう１つは、ICTの活用です。受賞作品を読む
と、これまでの教師と子供たちの関係から、そ
こにICTの道具が加わった、人と道具の３つの関
係において、授業を作り出しているように思いま
した。これからは生成AIなども活用しながら、
未来の授業に向かっていくと思います。受賞され
た皆さん、おめでとうございます。

　受賞された先生方、誠におめでとうございます。
審査を担当させていただきました鹿毛雅治と申し
ます。
　生成AIに代表されるテクノロジーが今後の社会
を変えていくことが明らかな今日、むしろ生身の
教師が対面で教えるという学校教育の土台や存
在意義についてあらためて認識することがわれわ
れに求められています。まさに学校における教師
はいかにあるべきかという教師の「質」が鋭く問
われているのだと思います。そのような中で今回
も東書教育賞の審査を担当させていただきまし
た。人間教師として目の前の子供たちに向き合
い、彼らの人としての学びや成長を促すことを目
指して、多様な教育実践研究が主体的に行われ
ていることを確認することができ、大変心強く
思った次第です。実践を創り出すこのような教師
の主体的で創造的な姿勢こそ、これからの教育
界にますます求められているのだと再認識いたし
ました。
　私からは、３つの入賞論文についてコメントを
申し述べたいと存じます。
　まず、小学校の部で奨励賞を受賞された福岡
県立小倉聴覚特別支援学校・恒成尚江先生の
論文についてです。特別支援学校（聴覚障害）
における生活単元学習の授業づくり研修という具
体的な研究テーマを設定し、教師主体で授業を
デザインすることを重視した研修のあり方の重要
性を描き出す意義深い論文です。心理的安全性
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を重視した支援者の心構えを中核に据えつつ、
D-OODAループに基づいて授業づくりを支援した
知見をもとに「生活単元学習の授業づくりの手引」
を編集し、さらにその手引を活用した授業づくり
研修を実施して、その効果を確かめています。
特別支援学校に特有な状況に即した教員研修の
実践研究であり、現場の実態を踏まえたきめ細
かい検討を経て、手引が開発されている点、組
織的な取り組みが意識されている点、研修を通
した教師の認知的かつ情動的な変容に着目して
いる点、そして何よりも教師の主体性を重視して
いる点で意義深いと感じた次第です。
　次に、小学校の部で奨励賞を受賞された広島
大学附属三原小学校・松林泰弘先生の論文につ
いてです。子供たちが政治に無関心であるという
問題意識に基づいて、市議会議員、児童会の元
会長、選挙管理委員といった政治の当事者との
出会いに重点を置いた実践をまとめた研究であ
り、初等教育段階における政治教育の極めて意
義深い実践事例だと感じました。特に、子供た
ちの政治に対する当事者性を高めることを目指し
て、子供たち自らの問いを重視するとともに、「本
物」とのリアルな出会いを核としつつ、自分たち
の願いを「醸成」するプロセスを大切にし、具体
的な改善案の提案という表現活動へとつなげて
いく一連の問題解決プロセスを繰り返す学習展
開は大変示唆的です。
　最後に、中学校の部で特別記念賞を受賞され
た岡山大学教育学部附属中学校・川上祥子先
生の論文についてです。中学校家庭科において
「個のウェルビーイングと多様性」をテーマとし
て掲げ、「LGBTの家族」を具体的な題材として
取り上げることによって、互いの生き方を認め合
い、受け入れ合う多様性を尊重する風土が育ま
れることを目指した意義深い実践研究です。明
確な問題意識のもとでの一連の取り組みの結
果、生徒が多様な家族のあり方を受け入れるとと
もに、高齢者や幼児、外国人など地域の多様な
人々への理解が広がるなどの成果がありました。
とりわけ、ジェンダーの観点から実生活に潜む多

様なアンコンシャスバイアスについて取り上げるな
ど、家庭科の教科指導にとどまらない広い視野
によって取り組まれた複数の単元開発を含むダイ
ナミックな実践だと感じました。
　以上の３名の先生方を含め、東書教育賞を受
賞された皆様のますますのご活躍を祈念するとと
もに、全国各地の先生方の創意に満ちた実践が
ますます活発に展開していくことを心から願って
おります。

　この度、受賞された先生方、誠におめでとうご
ざいます。学校現場での日々のご実践をこのよう
な素晴らしい形でおまとめになり、東書教育賞
を受賞されましたこと、心よりお祝い申し上げま
す。審査をいたしました高山実佐と申します。私
より次の３点の論文につきまして選評と所感を述
べさせていただきます。
　まず、優秀賞の大阪府高槻市立樫田小学校、
西村大樹先生の「防災宿泊行事を通して、学校・
地域の活力を高める」についてです。全校児童
53名の学校や地域の課題を、さまざまな関わり
をもつ「関係人口」の増加を目指すことにより解
決を図ろうとしたものでした。地域との連携をも
とに多くのゲストティーチャーを招いた、これまで
の行事を踏まえています。保護者や地域施設の
関係者・市の行政機関の協力を得つつ、今回は
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大学生も参加した２日間の防災サマースクールの
取り組みから、多くの学びが得られていたことが
印象的でした。市民防災協議会や大学生が中心
となり企画・実施した、防災カルタや備蓄倉庫
活用ワークショップなどの防災学習、危険・被害
箇所チェック、避難所でできるレクリエーション
など、学習と体験が組み合わされた多彩な活動
があります。その中でも７つのワークショップとし
て、防災スリッパ、ボトル、簡易ランプなどを作
成したり、ロープワークや応急手当などを学んだ
りできる活動や、一人ひとりが被災時の行動を計
画した「マイ・タイムライン」の作成などは、災害
時を具体的にイメージし、取り組めるものとなっ
ています。防災に対して、児童が意識できるだけ
ではなく保護者や地域住民も改めて自分の問題
として捉えられるようになり、学校の避難所とし
ての役割も改めて確認されています。大学生との
協働による、児童と大学生とのコミュニケーショ
ンや地域との良好な関係性など、今後、一般化
も可能な、意義深い実践でした。
　次は、奨励賞受賞の石川県白山市立明光小
学校、田中哲也先生の「持続可能な社会の担い
手となる資質・能力を育む総合的な学習」につ
いてです。金沢市の課題について多様な視点か
ら自身の考えをもち、解決のための取り組みまで
行った総合的な学習の時間の実践でした。まず、
金沢の魅力を知るために兼六園や金沢城で観光
客へのインタビューを行い、次に、地域の人の問
題意識を知るためにひがし茶屋街、近江町市場
で地域の人へのインタビューを行います。その調
査結果を整理することにより、観光客への否定
的な見方が多くを占めますが、観光客増加を目
指す市役所観光政策課の話を聴き、社会全体
を考える視点を学びます。最終的に、地域の人
にも観光客にも魅力的な金沢にするためのプロ
ジェクトとしてポスターやチラシを作成しました。
インタビューの整理や市役所の方針の理解、課
題解決のための活動には社会科・国語科・算数
科との教科横断的なカリキュラムが活きていま
す。体験を重ねた児童が多面的、総合的に地域

を捉え、自らが課題を見出し、その解決を考え
行動する、主体的な学習が印象的でした。
　最後も奨励賞受賞の、大阪府立久米田高等
学校の重野金美先生が前任校の岬町立岬中学
校で行った「子ども・教職員・地域をつなぐ外国
語科プロジェクト型学習」についてです。英語学
習の意義・必要性を感じ取ること、地域への理
解とつながりの強化、生徒の自己効力感を高め
ることを目的にした、オリジナリティのある実践で
した。過疎化の進む地域に外国人観光客を招く
ために産業観光促進課と連携し、地域の事業者
にインタビューを行い、その魅力を伝える英語の
ポスターを作成し、ホームページやインスタグラム
を通して世界に発信するというプロジェクトです。
英語学習の中ではポスター作成を軸にして学習
内容の意義づけや知識・表現、振り返りを考察
し、国語科でのインタビューに関する知識や技
能を活かして事業者に直接話を聴き、ポスター
を作成します。中間発表を設け、英語の使い方
の的確性と外国人観光客を誘致する可能性との
観点から生徒同士、教職員がコメントをつけ合
い、改訂した後、完成させています。地域の探
究的な学習と英語学習とを関連させた貴重な学
習でした。
　いずれも先生方の教育課題に即して、児童・
生徒が体験の中から課題を見出し、他者との協
働を通して自らが考え、生き生きと行動している
姿が想像できる実践でした。さらなる充実とこう
した実践の広がりを心より願っております。
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　審査に関わらせていただいた武内と申します。
　最初に審査で高く評価される論文の特質を 3
つほど申し上げます。
　１つ目は、一般的なことですが、高く評価さ
れる論文に共通性があります。優れた実践であ
る、創意工夫がある、児童生徒の発達段階を考
慮している、他の教員や学校のモデルになる、
論文として整っているの５点です。
　２つ目は、現代の教育課題を意識している論
文です。今の時代の教育は、アクティブラーニン
グ、つまり「主体的・対話的で深い学び」、児童
生徒の多様性に対応した個別化教育、教科横
断的で、社会とのつながりのある実践です。
　３つ目は、単なる思いや仮説ではなく、データ
で実証されているということです。
　以上の３つの観点からして、優れた論文として
評価されたものの１つは、中学校部門で最優秀
賞を受賞された愛知県岡崎市立福岡中学校の永
田祐己先生の「集団での給食活動における個別
最適な栄養摂取を目指した取組」です。栄養教
諭による中学生の学校給食の生徒個人の適量に
関する研究であり、個人の必要なカロリーの計算
をすることから始め、生徒のご飯摂取量の過不
足を、実際のご飯の量と生徒の意識も含め、デー
タで検証したもので、他校でもモデルにできる、
優れた実践です。
　小学校部門で優秀賞を受賞された愛知県豊
橋市立富士見小学校の水流卓哉先生の「自治的、

自発的な学級文化の創造〜３つの学級活動を柱
として〜」も優れた実践です。教師が学級活動
を計画し児童に提案したものが、児童主体の学
級活動に変化していく様子が、時間を追って正
確に記述されています。児童が自治的、自発的
な学級文化を生み出す実践です。
　さらに、中学校部門で奨励賞を受賞された大
阪府立久米田高等学校の重野金美先生の「子ど
も・教職員・地域をつなぐ外国語科プロジェクト
型学習」です。過疎化している町（岬町）を盛り
上げるプロジェクトを考え、外国人が訪れてくれ
るような英語のポスター作りを、生徒が町の行政
とともに行い、英語の学習が地域の将来に結び
つくという実践の報告です。国語科（国語の授
業）との連携もある優れたものです。
　これらの実践研究がモデルになり、日本の授
業がさらに発展するものと思われます。受賞され
た先生方、おめでとうございます。

　受賞された先生方、誠におめでとうございます。
審査員の種村明頼です。現在の学習指導要領に
基づいた教育課程編成・実施も折り返し地点に
来ており、各学校の取組は地に足の着いた実践
になってきているところです。そのような中、今
回、提出された論文は、より質の高い教育活動
を推進するための一助になると思いました。
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　はじめに、提出された論文全体についての講
評をさせていただきます。論文の切り口が、現在
の学習指導要領で重要視している「育成を目指
す資質・能力」を明確にした教育課程の視点か
らまとめられたもの、学校安全、特別支援教育、
ICT教育、LGBTQの教育などの現代の教育課題
と向き合い実践したもの、先行研究をベースに自
分の学校や地域の実態に即し、授業改善を図っ
たもの、などの様々な視点からの実践論文でし
た。どの学校でも抱えている課題であり、どの
学校でも参考となる有効な解決策が示されてい
ました。また、昨年12月末に次の学習指導要領
に向け、中央教育審議会に諮問がありました。
その内容にも絡むものがあり、改めて論文の質の
高さが伺えました。
　次に、３点の論文について、講評をさせてい
ただきます。１つ目は、優秀賞の大阪府高槻市
立樫田小学校の西村大樹先生の「防災宿泊行事
を通して、学校・地域の活力を高める」について
です。令和４年３月に閣議決定された第３次学
校安全の推進に関する計画に「地域の多様な主
体と密接に連携・協働し、子供の視点を加えた
安全対策を推進する」や「地域の災害リスクを踏
まえた実践的な防災教育・訓練を実施する」な
どの課題が示されています。樫田地区の災害リス
クを踏まえると、避難所設置及び防災宿泊の視
点はとても重要となりますが、この取組内容はと
ても充実していました。防災宿泊訓練をテーマに
し、学校、高槻市、地域住民、保護者、大学
生と連携した活動（防災サマースクール）で実践
されました。計画段階から、多くの方が関わり、
児童のみならず、関わった人が防災に対し自分
事として深めることができるようになっていまし
た。また、大学生等による７つのブースによる体
験活動は地域や保護者の防災への関心等をより
高める取組にもなっていました。
　２つ目は、奨励賞の石川県白山市立明光小学
校の田中哲也先生の「持続可能な社会の担い手
となる資質・能力を育む総合的な学習」につい
てです。地域の実情を踏まえたＳＤＧsの目標

11・目標17とＥＳＤを軸とした授業実践を通して、
持続可能な社会の担い手となる資質・能力を「多
面的、総合的に考える力」として取り組んだ実
践でした。「金沢の魅力は何かな？」の観光客へ
のインタビュー調査から授業は始まり、その調査
結果を分析することにより、多面的な視点に気づ
かせ、そして、「魅力的な金沢市にしたい」の学
習課題へと導かせるなど、課題解決型の単元構
成になっています。また、単元目標、育成したい
資質・能力とＳＤＧs・ＥＳＤとの関連性を明確に
した評価計画の工夫にも配慮されています。授
業後の児童の感想も多面的で具体的であり、こ
の授業実践のよさが伝わってきました。
　３つ目は、特別記念賞の岡山大学教育学部附
属中学校の川上祥子先生の「個のウェルビーイン
グと多様性を高める中学校家庭科の授業実践」
についてです。具体的には、実生活にあるアン
コンシャスバイアスの写真やイラスト、LGBTに関
わる事例等からパフォーマンス課題を出させ、多
様性等や個のウェルビーイングについて考えてい
く授業構成となっています。論文の内容が具体
的で分かりやすく、生徒の意識の変容もよく理
解できました。同性婚についても、他国との比
較、社会科で学んだ法律や権利などの側面から
考えられる生徒が出ており、この授業の質の高
さが伺えました。
　以上簡単ですが、私からの講評とさせていた
だきます。
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　受賞された先生方、おめでとうございます。
　私からは、ICTを活用した実践研究について
触れさせていただきます。

　小学校部門の優秀賞に輝かれた川端康誉先
生は、OECDのラーニングコンパスで示されたエー
ジェンシーと呼ばれる「変化を起こすために、自
分で目標を設定し、振り返り、責任をもって行
動する能力」を伸ばすために、地域を実践の基
盤とした２年間にわたる長期的なプロジェクトを
実践されました。
　地域の方の協力を得つつ、児童全体が主体的
に動けるように組織を構成し、チームリーダーか
らなる実行委員会を上手く機能させることによっ
て、多くを児童に任せる体制を作られました。
　ICTは自分たちの活用のニーズから自由に選択
されて、アンケートツール、プログラミング、パ
ワーディレクター、イラストレーターなど、高度な
活用も見られました。当たり前のように、自然な
形でICTが活用される時代になったことを強く印
象づけてくれた素晴らしい児童たちでした。

　第39回に奨励賞を受賞された久保田智子先生
は、その後も実践研究を発展的に継続し、再び
東書教育賞に挑戦されました。見事な実践であ
ることから、特別記念賞が贈られることになりま
した。
　図画工作の領域でのデジタルポートフォリオと

も言える実践をなさってこられましたが、振り返
りの質を向上させるための工夫が素晴らしいもの
でした。どのような振り返りの内容なら図工の学
びを深めるのかを考えさせ、振り返りの質にはレ
ベルがあること、そのレベルの向上を児童に意識
させる仕組みを工夫されました。
　レベル分けの根拠は児童には伝えないで気づ
かせることを大切にされた実践でした。
　「振り返りを生かして、次をどう行動するかを考
える」とか「どんなところが自分らしいのか見つけ
ることが図工だと思うから振り返りが大事」など、
振り返りの意義に児童自らが気づくことのできた
素晴らしい実践でした。

　次は中学校部門の特別記念賞の岩舩尚貴先
生の実践についてです。
　文学作品の魅力を追究し、読みを深めるプロ
セスでICTを巧みに活用した実践でした。
　たとえば、作品の魅力を紹介するブックトーク
ではプレゼンテーションアプリ…Keynote、その聞
き手の評価には…Googleフォームが活用され、単
元末の「小川未明を読む意義」を考える活動で
は、ホワイトボードアプリ…Jamboard…や、意見集
約アプリ…Mentimeter…を用いて生徒の考えが共
有されました。生徒が制作した動画の共有のた
め活用されたツールはPadletでした。
　このようなクラウドを基盤としたICTの活用は、
読書が個人の内に留まったものではなく、読者同
士がその読みを影響させ合うという、ソーシャル
な読みの深まりに導きました。この点が特に優れ
た実践といえ、新しい読書方法を提案するもの
でもありました。

　以上、いずれの実践も、もはやクラウド基盤
のICT環境が当たり前の学習環境であることを示
す教育実践でした。受賞された先生方、おめで
とうございました。



14

　審査員の藤井斉亮です。
　まず、全体的な印象を述べます。
　今年の論文は、過去５年間の応募数と比べる
と、小学校が約３割増しで、先生方の積極性を
感じ取ることができました。中学校は例年並みの
応募数でしたが、どの論文も質的に充実してい
る印象がありました。
　さて、私は次の３つの論文について講評と感想
を述べます。
　まず、小学校部門で奨励賞を受賞された、広
島大学附属三原小学校・松林泰弘先生の「政治
をもっと身近に〜『本物』との出会いを通して〜」
についてです。
　具体的には、第６学年の社会科政治分野を対
象にした、３単元（６，12，２月）で構成される
実践です。その特徴は、子ども達の政治への当
事者性を高めるために、政治に関わる人と直接
触れ合う機会を設けた点にあります。実際、子
ども達は授業の中で、市議会議員、自伸会（児
童会）元会長、そして市の選挙管理委員に出会
い、その出会いによって得られた学びの内実が
本実践の成果となっています。政治への当事者
性を高めることに着目し、実践の成果を子ども達
自身の言葉から丁寧にまとめた点や年間を通した
単元設定に工夫がみられる点などが評価されま
した。
　次は、中学校部門で優秀賞を受賞された、滋
賀県湖南市立甲西北中学校・山口朋久先生の

「誰もができる　英語授業内多読　読める！楽
しい！世界に！」です。具体的には、英語授業内
に10分間の多読時間を設定した実践で、多読に
用いた図書は英国の小学校で国語の教科書とし
て使用されているオックスフォードリーディングツ
リー（ORT）です。ORTは図書館司書の協力の
もと、図書館に常置され、授業での貸し出しも
可能となっており、このような連携も評価されま
した。
　本実践は、伝統的な精読への代替え案として
多読を取り入れたことが評価されたのではなく、
研究目的が明確であることや授業内に多読を取
り入れた独自性と多読が「読むこと」の指導の中
に埋め込まれて、多彩な活動と組み合わされてい
る点が評価されました。
　最後に、中学校部門で奨励賞を受賞された、
茨城県立竜ヶ崎第一高等学校・附属中学校・中
山幸昭先生の「図形言語で歴史の授業に革命
を！〜コンセプトマップ（概念地図）で学ぶ中学
歴史〜」です。コンセプトマップとは、「歴史の
大きな流れ」としての教科書の本文を関係性に
基づき図として再構成したもので、作成者は授
業者である教師の場合と、生徒が発表のために
作成する場合もあります。
　実践の成果は主にアンケート結果を分析して
行われており、興味深いのは、「分かりやすい」
よりも「深い学び」のほうがコンセプトマップへの
評価が高い点です。コンセプトマップを作成する
際に「この時代の社会が解決すべき課題は何だ
ろうか」を基底に据えているためであり、この辺
りをきちんと主張すれば、本実践の価値が一層
明確になると思われます。
　以上、全体の印象と、受賞された３つの論文
について所感を述べました。ご紹介した３つの実
践は、それぞれの教科・領域等において、全国
の模範となる実践・研究であると思います。この
度の受賞、誠におめでとうございました。
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　この度、東書教育賞の論文審査に当たらせて
いただきました松岡敬明と申します。どうぞよろし
くお願いいたします。
　まずは、今般受賞された皆様、誠におめでと
うございます。心よりお祝い申し上げます。ご多
用な日々の教育活動の傍ら実践研究を進めら
れ、それを論文にまとめられたご努力に対して敬
意を表します。
　私からは、中学校部門において最優秀賞を受
賞された永田祐己先生、同じく中学校部門にお
いて奨励賞を受賞された中山幸昭先生、そして
小学校部門において奨励賞を受賞された恒成尚
江先生の論文に触れながら、お話しさせていた
だきたいと存じます。

　永田先生は、栄養教諭として「集団での給食
活動における個別最適な栄養摂取を目指した取
組」という論題で研究を進められました。給食
における「ご飯」の摂取量に着目し、生徒一人
一人が摂取すべき適量を把握し、配膳時にその
適量が盛り付けられることを目指した実践研究
です。生徒の実態をしっかりと把握し、それをも
とに研究主題を設定する姿勢は非常に実践的で
あり、生徒たちに科学的根拠を示しながら自身
の摂取量について考えさせる手法は、主体的な
学びを促す素晴らしいものです。
　また、永田先生は日常的に授業を担当する立
場ではないにもかかわらず、とても効果的な授業

を展開されている点も印象的です。日々、生徒た
ちとのコミュニケーションを大切にしていらっしゃ
る姿が、容易に想像できます。
　この取組を通じて、生徒たちは自分の食事内
容や適量について主体的に考える機会を得たと
考えられます。栄養に関する学びが実生活に直
結することで、生徒たちの意識変革につながる点
も高く評価されるべきです。これらは、栄養教
諭としての職責を存分に果たした成果と言えるで
しょう。
　今後、フードロスなどに対する意識を生徒たち
に促す取組も考えられるのではないでしょうか。
適切な摂取量を意識することは、フードロスの削
減にもつながり、環境や社会への配慮を学ぶ機
会ともなることでしょう。永田先生の研究は、食
育のみならず持続可能な社会の実現にも貢献す
る可能性を秘めています。本研究がさらなる発展
を遂げ、多くの学校で活用されることを期待して
おります。

　続いて中山先生の研究についてお話しいたしま
す。中山先生は、「図形言語で歴史の授業に革
命を！〜コンセプトマップ（概念地図）で学ぶ中
学歴史〜」という論題で研究を進められました。
歴史の授業にコンセプトマップを活用した実践研
究です。中学校における歴史の学習は、ややも
すれば知識や記憶に偏りがちですが、コンセプ
トマップを活用することで、生徒の歴史理解を立
体的かつ重層的に深める効果があると筆者は述
べています。また、展開例における教師の問い
かけが、単なる知識の確認ではなく、生徒に考
えさせる設問として工夫されている点が非常に印
象的です。このような問いかけは、生徒が歴史
的事象の因果関係や背景を深く考えるきっかけと
なり、学びを広げるものとなっています。
　さらに、中山先生の授業を通じて、生徒たち
はコンセプトマップの手法を身につけることで、
今後、効果的な企画書やプレゼンテーション資
料などを作成する力を獲得していくことが期待さ
れます。この取組は、歴史学習の枠を超えた汎
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用的なスキルの育成にもつながる点が素晴らしい
と思いました。益々のご活躍を期待しています。

　最後に恒成先生の研究についてお話しいたし
ます。恒成先生は「教師主体でデザインする生
活単元学習の授業づくり研修」という論題で研
究を進められました。特別支援教育の分野にお
ける論文ではありますが、本研究は、児童・生
徒への直接の指導に関するものではなく、教員
育成に焦点を当てた点にたいへん興味深いもの
があります。教員の研修内容や方法論を体系化
し、特別支援教育における教育の質を向上させ
るための大きな一歩であると言えるでしょう。教
員の指導力向上は、児童・生徒への教育効果に
最も直接的に反映されるものです。本研究は、
問題意識が明確であり、課題解決に向けての取
組姿勢がとても意欲的である点が高く評価でき
ます。
　個人研究となっていますが、校内体制の整備
や協力体制についても具体的に触れられている
と、全体像がより明確になり、他の学校におい
ても応用可能性が広がるのではないかと思いまし
た。益々のご活躍を期待しています。

　以上をもちまして、簡単ではありますが私の講
評とさせていただきます。




